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研究成果の概要（和文）：本研究は、近代における中央アジア諸民族の社会を大きく規定してい

たロシア・清朝という二つの帝国との関係を踏まえ、とくに両国間の境界線を手がかりとして、

集団の移動と帝国の領域との間の相関関係を明らかにするものである。それによって、19 世紀

後半から 20 世紀初頭にかけて、露清間国境を越えて移動していた周辺諸民族（とくにカザフ、

クルグズ、ドゥンガン（回民）など）の帰属と民族意識形成の問題を解明することができたと

考えられる。

研究成果の概要（英文）：This research project, focusing on the boundaries between the Russian and
Qing empires which had greatly restricted the societies of the ethnic groups in the modern Central Asia,
tries to explain the relationships between the movements of ethnic groups and the imperial territories. In
this way, the project could explore the problem on the formation of the sense of belonging and ethnic
identities of such groups as Kazakhs, Qirghiz, Taranchis (Uyghurs), and Dunghans, who were moving
around the Russo-Qing border area from the second half of the nineteenth century to the beginning of
the twentieth century.
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１．研究開始当初の背景

(1)近代中央アジアの歴史を考えるとき、ロシ

ア・清朝という二つの帝国との関係は、欠く

ことのできない要素となっていることは疑

いない。研究代表者は、中央アジア諸集団の

中でもカザフ遊牧民の動向に焦点を当てて、

その露清間における立場を示すべく研究を

進めてきた。結果として、新疆やカザフ草原

にかかわる露清間の西方境界について、当初

は両帝国間の外交において規定が定められ

ておらず、そのために、19 世紀半ばにいたる

まで、両国間に挟まれていた諸集団（カザフ、

クルグズ、アルタイ諸部族など）の帰属はき

わめて曖昧な状況にあったことが明らかに
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なってきた。

したがって、その後の 19 世紀半ば以降の

露清間の国境画定の進行は、これらの諸集団

の帰属問題に強く影響を及ぼしているはず

だが、これまでの研究は、ロシアあるいは清

朝（中国）の正当性ないし不平等性を主張す

ることに拘泥する傾向があり、条約の文言や

交渉の在り方を分析するにとどまっていた

と言える。いわば「外から」の外交史を追う

ことに終始しており、二つの帝国に翻弄され

た民族集団について「内から」の検討を行う

ことを怠っていたと考えられる。以上のこと

が申請時における研究の動機であった。

(2)上を踏まえて解決すべき課題を設定すれ

ば、1864 年以降の露清間の国境画定の時期に

おいて、境界線の確定が、いかに諸民族の帰

属を確固なものとしたかを考察することが

浮上する。さらに、この時代は、1864 年以降

の新疆におけるムスリム大反乱、1871 年のロ

シアによるイリ事件などが起こる非常に混

乱した状況にあったことを考えると、すでに

示したような帝国側の思惑による帰属の確

定のみならず、中央アジア諸集団の主体的な

移動・越境により帰属を選び取る動きがあっ

たことも見逃すことができない。そのような

視点から 19 世紀後半から 20 世紀初頭にいた

る彼らの動向を分析することによって、帰属

問題のみならず、民族アイデンティティーの

形成に結びつく集団意識をも考察すること

ができるからである。

カザフ遊牧民の場合を例に考えてみれば、

1851 年の露清間の新たな通商条約締結まで

に、カザフをめぐる勢力範囲は大勢が定まり

つつあった。しかし、64 年のタルバガタイ条

約にもかかわらず、新疆ムスリム反乱に巻き

込まれたカザフは、越境を繰り返し、その露

清間における帰属も揺れ動き続けていた。さ

らに、1871 年～81 年までイリ地方を占領し

たロシアの統治時代には、ロシア帝国内のカ

ザフと清朝に属するカザフの間で、帰属意識

の違いは明確になりつつあった。これら一連

の動きが、今日中国と旧ソ連カザフスタンと

の双方に、分断されるかのような形でカザフ

民族が存在していることに直結しているの

である。同様の流れは、他の集団にも当ては

めることができ、本研究の課題の有効性を示

してもいよう。

２．研究の目的

本研究は、19 世紀後半から 20 世紀初頭と

いう中央アジア地域（中国新疆も含む）にお

いてロシア・清朝間の境界が画定される時期

の、カザフ・ウイグル・クルグズ・ドゥンガ

ン・オイラト等の集団による露清間の国境の

越境を研究対象とする。とりわけ、1864 年か

ら続いた新疆におけるムスリム反乱期の越

境の問題、イリ事件前後の帰属の揺れ動きを

考察の対象とする。

それによって、帝国の境界確定、中央アジ

ア諸集団の帰属変更、民族意識形成の三者間

の関係性を明らかにすることを最終的な目

的としている。

３．研究の方法

(1)研究手法としては、露清帝国の文書史料を

調査・整理・分析し、その中に含まれる中央

アジア現地側からの請願・訴状などの内容を

抽出することによって、帝国間の国境画定が

中央アジア諸集団の民族意識に及ぼした影

響、越境に伴う帰属の変更と集団意識の変化

の過程を検討し、帝国の領域と集団の移動と

の間の関係を示す計画であった。このような

紛争解決―具体的には遊牧地や農耕地の境

界にかかわる裁判―の事例からは、各集団の

領域の境界線が鮮明になり、それは、この地

域における各集団のアイデンティティーの

確立とも密接につながっていたと考えられ

るからである。

(2)全体を通じて、本研究では、19 世紀後半～

20 世紀初頭の露清帝国の文書史料の中でも

カザフスタン国立中央文書館が所蔵するロ

シア側文書を中心に調査・分析を行うことと

なった。それは、時間的制約を考慮したため

であり、またカザフスタンに所蔵される文書

史料が予想を上回って豊富な内容を持って

いたからでもある。多岐にわたる史料群の中

で、とくに注目して調査・分析を行ったのは、

各民族集団間の紛争解決にかかわる史料で

あった。これらの多言語（露語、テュルク語、

漢語、満洲語、オイラト語など）で記された

裁判記録は、各集団の領域の境界線を明瞭に

示す貴重な史料となっているからであり、そ

こからある程度各集団の境界認識を復元す

ることが可能になると考えられるからであ

った。

また、さらに考察を発展させるために、露

清外交の視点を導入した。1864 年のタルバガ

タイ条約以降、新疆・中央アジアをめぐる露

清の外交交渉は活発化し、混乱のさなかにあ

っても直接的・間接的に交渉は続けられ、そ

の成果の一つが清朝へのイリ地方返還を定

めたサンクト・ペテルブルク条約であった。

両帝国の交渉については、すでに公刊された

史料（『籌辦夷務始末同治朝』など）を通じ



て、その詳細を把握できる見通しを得ていた。

その精査により、先行研究においては交渉の

推移を追うことにとどまっていた段階から、

双方の主張の違いを、中央アジアの現地諸勢

力が実際に置かれていた立場を炙り出すこ

とに利用する段階へ進むことにつなげるこ

とを試みた。

４．研究成果

(1)平成 21 年度は、本研究が扱う問題の背景

を考察することに比重を置き、19 世紀半ばま

での中央アジアにおける諸民族と露清帝国

との関係について、その研究成果を学会報告

や論文・著書の形で発表した。内容としては、

第一に、ロシアと清朝の中央アジアにおける

国境が定まる前段階において、その間に挟ま

れていたカザフ、クルグズ、コーカンドの各

集団が果たしていた役割を貿易の側面から

検討した（「中央アジアにおける露清貿易と

カザフ草原」）。第二に、清朝が 19 世紀末に

いたるまでカザフの有力者に与えていた爵

位の制度について、清朝の辺境統治システム

や、ロシアも含む中央アジアの国際関係にも

留意しながら分析を行った（内陸アジア史学

会にて口頭報告）。第三に、本研究の主題で

ある民族の帰属と大きな関連性を持つ文書

交換について、清朝＝カザフ間のそれを題材

として史料の研究と分析を行った。これはそ

の史料の重要性と学界に与えるインパクト

を考慮した上で英文により発表することと

したものである（A Collection of Documents

from the Kazakh Sultans to the Qing Dynasty）。

翻って、19 世紀後半以降の状況については、

海外調査を実施できなかったこともあり、以

前の調査時に不十分ながらも収集していた

史料（とくにカザフスタン国立文書館所蔵史

料）を分析する作業を行うにとどまっている。

その中では、やはり露清間の国境付近におけ

る土地の権利にかかわる紛争・調停について

の文書史料に、本研究が考察する民族と境界

の関連を示す内容が含まれていることが明

らかになりつつある。その点については、19

世紀末ロシア帝国による占領下のイリ地方

（新疆西北部）の状況を中心にして英文で公

刊した（“Reconsidering the Ili Crisis: The Ili

region under the Russian Rule (1871-1881)”）。

(2)平成 22 年度は、初年度で考察した本研究

が扱う問題の背景を基盤として、露清間の国

境を越えて移動していた周辺諸民族の帰属

と民族意識形成の問題を解き明かすことを

目的として研究を進めた。

初年度から継続して分析している、露清間

の国境付近における土地の権利にかかわる

紛争・調停についての文書史料からは、司法

の場における牧地・農地の領有の主張から、

帝国への帰属意識を見ることが可能になる

ことが明らかになり、その見通しについて研

究報告を行うことができた（野田仁「カザフ

の「慣習法」とビイの裁判」第 7 回中央アジ

アの法制度研究会、2010 年 5 月 30 日、京都

外国語大学）。

露清外交に見える移動については、当初ロ

シア帝国外交文書館での調査を計画してい

たが、十分な時間を確保できなかったため、

カザフスタン共和国国立中央文書館におい

て補足的な史料調査を行うことに力を注い

だ。結果として、19 世紀後半におけるロシア

＝清朝外交交渉の中で、両国間の境界を越境

していた集団について言及のある貴重な一

次史料（とくに露清の現地統治機関同士の交

渉文書）を収集することができた。

研究の成果として、まず、19 世紀半ばまで

の、いわば前段階の時代について、中央アジ

アにおける諸民族と露清帝国との関係を、と

くにカザフ遊牧民の露清国境を越えての移

動に焦点を当て、単著として整理することが

できた（『露清帝国とカザフ=ハン国』）。次に、

19 世紀後半以降の状況については、カザフ遊

牧民の一部族集団に焦点を当てて、50 年ほど

の期間をサンプルとして抽出し、その間にそ

の集団が露清間で移動を繰り返し、その過程

においてどのように集団としての意識を形

成していったのかを具体的に示す報告を行

った（中央ユーラシア学会にて口頭報告）。

以上により、本研究が目的としている、露清

間の境界画定から周辺諸民族の帰属・民族意

識形成にいたる過程の解明について、カザフ

遊牧集団に偏りはあったものの、一定の見通

しを得ることができたと考えられる。

(3)本研究から得られた成果については、和

文・英文によって論文あるいは著書の形で公

けにしたほか、今後の論文化を視野に入れな

がら口頭報告を日本語・英語で行うことがで

きた。これらの研究成果の特色としては、第

一に、ロシア帝国・清朝の文書を含む多言語

史料を複合的に検討する点がある。本研究で

も依拠した中央アジア諸集団から両帝国へ

の請願・訴状はしばしば現地で多く用いられ

ていたテュルク語により記されており、これ

らをマルチ=アーカイヴス的な手法を用いる

ことによって、書き手の立場をより明確にし

ながら考察を進めることが可能になったと

考えられる。

第二に、帝国が統治・支配しようとしてい



た諸集団の主体性を、一国史に捉われること

なく、総合的に把握しようとする点がある。

露清どちらにも偏らない立場から、帝国の統

治と、それに対応して移動を繰り返す現地社

会の状況とを同時に把握する手法の有効性

について、国際的に訴えることができたと考

えられる。

それは、二つの帝国の立場を、その間を移

動していた諸集団の動向に主眼を置いて検

討することにより、比較・相対化する視点を

獲得できることを意味しており、ロシア・中

国をも含めたより大きな視点で、19 世紀から

20 世紀初頭にいたる中央ユーラシアの構造

を把握するという本研究課題の意義に照ら

して、2 年間にわたる研究期間において、根

本的な史料の収集と有効となる研究手法の

実施とが達成されたと考えられる。

すでに触れたように、カザフ以外の民族集

団についての分析は時間的な制約もあり、本

研究課題の中では十分に行うことができな

かった。カザフの事例との比較も含めて、他

の民族集団のケースについて、すでに収集し

ている史料を活用しながら分析を進めるこ

とが今後の課題となっている。
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